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はじ めに 

 兵庫県豊岡盆地で進められているコウノ ト リ の野生復帰計画は、かつての

生息地である自然豊かな人里に戻し ていこ う と いう 世界的にも 例をみない

取組みである。 豊岡市ではコウノ ト リ の繁殖から自然回帰を果たし 、 農産物

に「 コウノ ト リ の舞」 と いう ブランド 名を付けて高値で販売し ていること か

ら、 その実態を調査し たいと 考え島根県技術士会の視察調査に参加し た。 調

査結果と 考察は、 次のと おり である。

１ ． 調査結果の概要 

（ 1） コウノ ト リ の特徴と その習性 

コウノ ト リ は体長が約 1.1ｍ、 羽を広げると 2ｍにもなる大きな鳥で、 遠

く から見ても優雅に飛んでいる姿は美し く 迫力満点であり 、人々に驚きと 感

動を与えてく れる。特徴と し ては「 大型の鳥」 であり 、「 肉食」 で魚類をはじ

めカエル・ ヘビ・ バッ タ などの生きた小動物を餌と し 、「 渡鳥」 であること 。

そし て世界には、わずか 3,000 羽程度し か生息し ていないと 言われている貴

重な鳥であること である。

コウノ ト リ と 呼ばれるよう になったのは最近のこと で、昔はツル、タ ズ（ 田

鶴）、ヘビクイト リ などと 呼ばれていた。エサの中ではウナギが大好物で、ウ

ナギを採ると 夫婦間でも大ゲンカになると いう 。なお牛カエルは人気がない

餌で、 冬になって他の餌がなく なると よう やく 食べる。

（ 2） コウノ ト リ と 里の暮らし  

「 里の鳥」 であるコウノ ト リ が持続し て暮らし ていく には、 その里に暮ら

す人々の稲作農業が密接に関係し ている。 弥生時代前期(約 2400 年前)の大

阪府の水田遺跡には、 既に田んぼにコウノ ト リ の痕跡が確認さ れている。

江戸時代も中～後・ 末期になると 社会の安定と 共に田んぼの整備と 稲作技

術も進み、 田んぼ面積が拡大し て益々多く の生きものを育むよう になって、

これらを食するコウノ ト リ も各地で見られるよう になり 、大陸に帰らず日本

にと どまって留鳥化するよう になった。

高度経済成長期になると 、 経済至上主義の動きから、 コウノ ト リ の生息域

が狭まれていき、豊岡周辺と 福井県の一部だけと なって孤立し た小集団に陥

り 、 絶滅へと 向かった。 近代的な圃場整備は用排水の分離で魚たちの水系を

分断し て餌と なるド ジョ ウなどを激減さ せ、さ らに近親婚の繰り 返し によっ
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て抵抗力が低下し た身体に、 餌不足と 農薬が襲いかかった。

昭和 40 年に豊岡市は日本最後の生息地と なり 、わずか 11 羽になってし ま

ったため、 その時「 いつか、 きっと 空に返す」 と コウノ ト リ と 約束をし て捕

獲・ 保護活動が開始さ れた。 そし て昭和 46 年、 豊岡を最後に日本の空から

姿を消し た。

写真左： Ｓ 35 年ごろの兵庫県豊岡市 農家の女性と コ ウノ ト リ と 但馬牛

（ 人々の普段の暮らし と コウノ ト リ が一体になっていた）

写真右： 昭和 30 年代後半の田んぼ風景： 保護策と し て建てられた人工巣塔

にコウノ ト リ の夫婦が棲む。 下では農家が食糧増産に勤し んでいる。

豊岡盆地が、 なぜ最後の生息地になったのかの理由は、 まず、 低湿帯と い

う 地理的条件(元内湾)がコウノ ト リ の生息に適し ていたこと と 、 渡鳥は海と

陸の境を見ながら 飛んでく るため海から近い豊岡は目印と なり 易かっ たな

どの特性が挙げられる。 また、 昭和 30 年代後半から高い巣塔を建設するな

ど（ 写真右）、 田んぼからコウノ ト リ を排除せずに保護し てきた農家の人々

や、 逆に観光に活用するなど娯楽の対象にし てきた文化が、 継続し た生息を

支えてきたこと も要因である。

（ 3） 保護繁殖に成功 

昭和 40 年から始まった保護活動と 昭和 60 年のロシアからのコウノ ト リ

導入により 、 人工ふ化・ 増殖に向けての懸命な取り 組みが続けられ、 その結

果、 4 半世紀を経た平成元年に飼育下で初めてのヒ ナが誕生し た。 その後、

平成 11 年に「 兵庫県立コウノ ト リ の郷公園」 が開園し 、 そこで順調に飼育

羽数が増加し た。

平成 14 年 8 月 5 日、 豊岡盆地に実に 31 年ぶり に 1 羽の野生のコウノ ト

リ が飛来し 、 飛来し た日に因んでハチゴロウの愛称が付けられた。 日本各地
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を移動し 当地に飛来し てきた鳥であること から、「 野生のコウノ ト リ が棲み

着いたこと は、 コウノ ト リ が棲める環境が整っていること の証し 」 と 野生復

帰を手がける人たちに夢と 大きな希望を与えた。

人工飼育開始から 50 年目に当たる平成 17 年に最初の放鳥が行われ、 平

成 19 年度からは毎年ヒ ナの巣立ちが確認さ れている。

放鳥から 10 年目の平成 27 年には、 日本で飼育し ている個体が 200 羽に

なった。 一方、 野外では平成 17 年の放鳥以来、 個体数がどんどん増えてき

て 80 羽を超えるよう になってきた。そのう ち約 50 羽が豊岡盆地・ 但馬に留

まっているが、 他方でかなり の勢いで全国各地に飛来し 、 中には韓国（ 平成

26 年） にも渡ったり 、いく つかの地で留まる個体も増えてきた。今では、北

海道から沖縄まで、 44 道府県、 300 市町に飛んで行っている。 なお 61 番の

鳥は韓国へ飛ぶ前に、 斐伊川下流に飛来し たこと が記録さ れている。

グラフ： コウノ ト リ 羽数の

推移（ 平成 22 年まで）。 左

側から、 野外生息数、 飼育

数、 放鳥数等のグラフを示

す。  

（ 4） コウノ ト リ と 農業と の共存 

コウノ ト リ の野生復帰を進めていく 上で、 農地・ 農業は重要なステージと

なる。 農業従事者たちは「 鳥と 農業と の共存」 をテーマに新し い可能性を探

ってきた。

平成 13 年、 コウノ ト リ の郷公園前の転作田がビオト ープ化さ れ、 ト ンボ

やカエル、 ド ジョ ウ、 水生昆虫など、 豊かな生物の棲息空間が確保さ れたこ

と から、 コウノ ト リ の餌場と し ての可能性が高まってきた。

この取り 組みは平成 15 年度に、 農薬を減らし て安全で安心な農産物を生

産するのと 同時にコウノ ト リ も住める豊かな文化・ 地域・ 環境づく り を目指

し 、「 コウノ ト リ と 共生する水田づく り 事業」 と し て引き継がれた（ Ｈ 27 年

度現在、 約 330ha の水田で実施）。

この農法の一番の特徴は、 減農薬・ 化学肥料はもちろんのこと 、 冬期間も

田んぼに水を張る冬期湛水や、田植えの１ カ月前から田んぼに水を張る早期
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湛水などを行い、 ほぼ１ 年を通し て田んぼに水を溜めること である。 この結

果、 コウノ ト リ の餌と なる多く の生きものを育んでいる。

また豊岡市では減農薬・ 化学肥料などの農産品を「 コウノ ト リ の舞」（ H 27

年度現在、 670ha で実施） と し てブランド 化し 、 付加価値を付けて販売さ れ

ている。 コウノ ト リ 減農薬栽培の反収は 10 アール当たり 490kg、 コウノ ト

リ 無農薬栽培は 412kg であり 、 米の販売価格は、 市価より 2 割から 5 割高

である。

（ 5） コウノ ト リ と 暮らす村づく り  田結地区 

豊岡市の北端にある田結（ たい） 地区は、 日本海に面し た 53 世帯の小集

落である。 古く から半農半漁の生活が営まれてきたが、 昭和 30 年代後半の

高度経済成長の波により 、次第に市街地に勤めるサラリ ーマンが主流になり 、

急峻な山あいを開墾し て造成さ れた小規模零細な田んぼや畑は、次第に耕作

を放棄さ れるよう になってきた。

さ らに夜ごと 田んぼに出没するイノ シシやシカの被害が稲作意欲を減退

さ せ、 平成 18 年には水田耕作が完全に放棄さ れた。

平成 20 年 4 月、 人の気配がほと んどなく なった静かな谷あいに、 1 羽の

コウノ ト リ が舞い降り て来た。 このニュースは村の中を駆け巡り 、 それが村

人の心の中に「 コウノ ト リ が村の人に何かし てく れるのではないか」「 何か

が変わるのではないか」 と いう 意識を芽生えさ せた。

コウノ ト リ が飛来し たこと から、「 餌場の環境保全のため、 耕作放棄さ れ

た田んぼの漏水を防いだり 水溜まり を造ろう 」 と いう 湿地再生の話が出たが、

当初は共同作業を実施すること に対し「 賛否両論」 だった。「 野生の鳥なんだ

から、 たまたまこ こ に来ただけで、 こ れからも 毎年来るのか分からないの

に！」 と いう 意見もあったが、 最後には「 みんなで、 水を溜めよう 」 と いう

結論に至った。

湿地再生は、 稲作を復活さ せるものではなく 、 あく あまでも水を溜めて水

辺の生きものを増やすだけの目的であるため、汗をかいて作業し ても直接的

な利益(経済効果)は全く 生まれて来ない。 経済的な利益が全く ない中で、 田

んぼの力を引き出し ていく こと に地区の人々は挑戦すること にし た。これは、

コ ウノ ト リ が人々の心に希望の灯をと もし 人々の意識を変えたこ と による

もので、 餌場の保全と いう さ さ やかな取組みは、 やがて地域あげての自然再

生へと 進んでいった。

平成 20 年、 田んぼの漏水防止と 荒れた田んぼに小さ な池を掘ってみたこ

と がきっかけと なり 、さ らには東大教授も加わって、活動が広がっていった。

東大教授からは「 田んぼ（ 湿地） が明るく 管理さ れている地区はほと んどな
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いため、 全面的に太陽が当たる当湿地は日本で唯一だろう 。 その原因はここ

にいるシカが高茎植物を食べており 、 また、 シカやイノ シシが湿地を走り 回

ること で適度な撹乱を起こし 、 それが湿地状態を成立さ せて、 コウノ ト リ の

採餌環境を良好にし ており 、 素晴らし い」 と 高く 評価さ れて、 地元の人たち

に強烈なインパクト を与えた。 その評価を受けて平成 21 年、 村を挙げて湿

地づく り に取り 掛かった。

なおこの湿地では、 夜になると 30 匹程度のシカを探すのは非常に簡単な

ほどたく さ んのシカが現われている。 この結果、 周辺の山地表面は緑が食べ

尽さ れ、 石などの地面が露出し ている状況である。

湿地の土地所有形態と し ては、 個人所有であり 、 個人が水田と し て固定資

産税を支払っており 行政の支援はない。 また現在、 湿地の見学に当たり 見学

者には環境協力金と し て 1 人当たり 500 円程度の協力をお願いさ れている。

2． 考察 

（ 1） 餌の確保と 圃場整備について 

・  コウノ ト リ の絶滅の原因は、 圃場整備により 用排水分離になったこ と か

ら水田にド ジョ ウなどの魚類が棲めなく なったこ と と 、 農薬や化学肥料

の使用と の説明があった。

・  し かし 、圃場整備については事実と 違う と 指摘し たい。奥出雲町上阿井地

区では、完全有機栽培（ 60 アール）により 稲作をさ れている農家がある。

水田にはたく さ んのド ジョ ウが見られること から、 今年、 NH K の「 ダー

ウィ ンが来た」 の取材が入り 約 1 年間の収録があった。 目的は有機農業

による生物多様性の確認である。夏場にたく さ ん見られたド ジョ ウが、稲

刈り 後の水が落と さ れ水田で、 本当に棲んでいるかどう かのド ジョ ウ探

し が 10 月下旬に実施さ れた。 約 3m 四方の水田の表土を 10cm 程度掘り

起こ し て、 そこにド ジョ ウが本当に生きているかどう かの確認調査であ

った。 その結果、 大きいものから小さ いものまでを含めて約 120 匹のド

ジョ ウが土の中で生息し ているこ と が確認さ れた。 なおド ジョ ウは腸呼

吸運動をし ているため水がなく ても生きていける。

・  奥出雲の事例は、 ド ジョ ウなどの生物多様性の確保は圃場整備が問題で

はなく 、有機農業が広まれば、課題の解決が期待できること を明確に示し

ている。

（ 2） 渡鳥の囲い込み 

・  豊岡のコウノ ト リ は、メ スが多く てオスが少ない現状である。オスが少な

いと 子孫繁殖のためにメ ス同士のけんかになり 、 メ ス同士で殺し 合いに
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なったり 、 あるいはメ スが他のメ スの子供殺し をするよう になると いう 。

さ らに近親交配が心配さ れる。なお現在の豊岡地域での収容力は、飽和状

態と なっている。

・  またコウノ ト リ は 1 日で豊岡から九州の佐世保近く まで飛翔すること が

できること から、数年ぐらいすると 、ロシアから来た鳥と 結ばれてロシア

や中国に行ってし まう こと も、容易になると 考えられている。そし て「 昔

の保護活動は、遠く に行ったら恥だと 思って活動を実施し ていたが、今は

遠く に行かなかったら絶滅すると 思う よう になった。このこと から、豊岡

で囲いこ んだらだめで、 東アジアの国々の分布域を復元するこ と が必要

だろう 」、 と 狭い地域で囲いこめば持続的な繁殖ができないと の指摘があ

った。

・  一方、 同じ 渡鳥である国の特別天然記念物ト キは出雲市でも繁殖がさ れ

ているが、 見学ができないう え全てのヒ ナは新潟県佐渡市の繁殖センタ

ーに送られており 、地元で生の姿を見ること はできない。一方、石川県の

「 いし かわ動物園」 では平成 22 年から佐渡ト キ保護センタ ーの分散飼育

を引き受け、 今年 11 月に、 佐渡市の繁殖センタ ー以外で初めてト キが一

般公開さ れた。し かし 、放鳥はさ れていない。コウノ ト リ の事例と ト キの

事例を比較すると 、 ト キの場合はあまり にも囲い込みが行われているよ

う に感じ る。このこと から佐渡ト キ保護センタ ーでも、コウノ ト リ の事例

を考慮し てト キを佐渡で囲い込むのではなく 、出雲でも一般公開し て、さ

らにヒ ナを当地で放鳥できるよう な柔軟な対応が期待さ れる。

3． 提言 

・  たった 1 羽のコウノ ト リ が突然舞い降り ること で、 その姿に魅せられた

地元の人たちによる小さ な動きが始まり 、周囲を巻き込み、やがて地域・

農業をも変えると いう 動きが見られた。 まさ にコ ウノ ト リ は地域に希望

と 勇気を運んでく る鳥であり 、 困難な日本の環境再生に向けて無限の可

能性を示し てく れる鳥と 言える。

・  出雲地域では斐伊川下流部に舞い降り た事例もあるこ と から、 今後は有

機農業などによる取り 組みが広く 実践さ れ、 生き物にと っても棲みやす

い地域になること が期待さ れる。また、将来はト キも繁殖だけでなく 出雲

で放鳥さ れ、 地域で生息し て欲し いと 願っている。
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